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1. 本書の目的 
本書は「インタフェース仕様書」（以下「インタフェース仕様書）」という。）と併せて、

地方公会計標準ソフトウェア（以下「本ソフトウェア」という。）が提供する機能の概要

及びインタフェース仕様を示す。また、本ソフトウェアの使用を容易にするために、地

方公共団体にて利用している財務会計システムが新たに備えることが望ましいと考えら

れる機能の検討に資する情報の提供、及び「統一的な基準による地方公会計マニュアル」

（統一的な基準による地方公会計マニュアルについて（通知）（平成 27年総財務第 15号））

に示された統一的な基準に基づく地方公会計の整備を促進することを目的とする。 
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2. 本ソフトウェアの対象業務と提供機能 
本ソフトウェアが対象とする業務は統一的な基準に基づく「固定資産台帳の整備」「財務

書類の作成」「財務書類の活用」に係る業務であり、それぞれに対応した機能を「固定資

産台帳機能」「財務書類作成機能」「活用機能」として下記図 2-1 に示す。 

 
図 2-1 全体概要図 

（1） 固定資産台帳機能 

各固定資産の取得年月日、取得価額及び耐用年数等のデータの管理、減価償却及び固定

資産台帳の出力等を行う機能。詳細を第 3 章に示す。 
 

（2） 財務書類作成機能 

既存の財務会計システムの現金主義・単式簿記のデータをもとにした発生主義・複式簿

記へのデータ変換、整理仕訳、固定資産台帳との連携及び照合、財務書類作成（連結含

む）等を行う機能。詳細を第 4 章、第 5 章に示す。 
 

（3） 活用機能 

固定資産台帳をもとに将来の施設更新必要額の推計、事業や施設といったセグメントに

分解した財務書類の作成等を行う機能。詳細を第 6 章に示す。 
  

固定資産台帳
固定資産台帳機能

仕訳帳等
財務書類作成機能

財務書類

活用機能
(セグメント分析等)

活用機能
(将来の施設更新
必要額の推計等)

財務会計システム等

地方公会計標準ソフトウェア
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3. 固定資産台帳機能 
3.1.固定資産台帳機能概要 

「統一的な基準による地方公会計マニュアル」の「資産評価及び固定資産台帳整備の手

引き」に則した業務を行うための機能は、おおむね以下の図 3-1 のとおりである。なお、

図中の連携ファイルに記した番号はインタフェース仕様書の各節と対応しており、具体

的な項目情報等の内容はインタフェース仕様書の各節を参照のこと。 

 
図 3-1 固定資産台帳機能概要図 

 
（1） 対象とする固定資産 

「資産評価及び固定資産台帳整備の手引き」の「Ⅳ 固定資産台帳の記載対象範囲」及

び「Ｖ 固定資産台帳の記載単位」に則して登録することとする。 
 

（2） 管理する固定資産の情報項目 

「資産評価及び固定資産台帳整備の手引き」の別紙 2 に記載した項目に加えて、利用者

が独自に管理可能な項目を追加することができることとする。詳細はインタフェース仕

様書の「3.1 開始固定資産台帳ファイル」を参照のこと。 
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（3） 機能概要 

図 3-1 に示した各種機能の概要を表 3-1 に、取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）

の概要を表 3-2 に示す。 
 

表 3-1 固定資産台帳機能の概要説明 
項番 機能名称 概要 

1 調査表兼評価算定ツー

ル 

土地、立木竹、建物、工作物(道路)について、それぞれ

「資産評価及び固定資産台帳整備の手引き」の 76 項、

78 項、81 項、88 項の評価方法を使用して開始時におけ

る取得価額の算定を支援し、開始固定資産台帳ファイル

を作成する。また、開始貸借対照表について、固定資産

分の金額を埋めた形式で作成する。 

2 開始固定資産取込機能 固定資産（建設仮勘定含む）の開始時データを一括で取

り込み、固定資産台帳に登録する。 

3 異動登録機能 画面から新規取得、売却及び除却等の固定資産に係る異

動の登録を行う。 

4 建設仮勘定整備機能 建設仮勘定に計上した資産の供用開始等、建設仮勘定の

整備を行う。 

5 固定資産一括メンテナ

ンス機能 

公有財産システム等から出力されたデータ、または固定

資産台帳ファイル出力機能によって出力されたデータ

を手作業で加工することにより、一括で固定資産台帳を

メンテナンスする。 

6 減価償却費計算機能 記録された取得価額、耐用年数を基に減価償却費の計算

を行い、異動履歴として登録する。 

7 固定資産台帳ファイル

出力機能 

固定資産台帳に記録されたデータを加工無しでそのま

ま出力する、または「資産評価及び固定資産台帳整備の

手引き」の別表 2 に則した形に整形して出力する。 

※固定資産の異動情報の登録については、以下の①～③の方法があるものとする。 
 ①固定資産台帳ファイル出力機能によって出力されたデータに、固定資産一括メンテ

ナンス機能を利用して、異動情報を一括で加える加工を行う。 
 ②公有財産システム等から出力された異動データを、固定資産一括メンテナンス機能

を利用して取り込む。 
 ③異動登録機能により画面から直接入力する。 
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表 3-2 取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要説明 
項番 データ名称 概要 

1 開始固定資産台帳ファ

イル 

開始時の固定資産情報を整理し、本ソフトウェアの固定

資産台帳に登録するためのファイル。 

インタフェース仕様書の 3.1 節を参照のこと。 

2 固定資産台帳取込ファ

イル 

本ソフトウェアの固定資産台帳に対し、異動情報を一括

で登録するためのファイル。 

インタフェース仕様書の 6.2 節を参照のこと。 

3 固定資産台帳 CSV ファ

イル 

本ソフトウェアの固定資産台帳に記録されたデータを

加工無しでそのまま出力したファイル。 

4 固定資産台帳帳票 本ソフトウェアの固定資産台帳に記録されたデータを

「資産評価及び固定資産台帳整備の手引き」の別表 2 に

即した形で出力した帳票。 
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3.2.システム管理機能概要 

固定資産台帳機能を利用するために必要なマスタデータのセットアップ等を行う機能の

概要図を図 3-2 に、機能概要を表 3-3 に、取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の

概要を表 3-4 にそれぞれ示す。なお、図中の連携ファイルに記した番号はインタフェース

仕様書の各節と対応しているので、具体的な内容はインタフェース仕様書の各節を参照

のこと。 
 

 

図 3-2 システム管理機能（固定資産台帳）概要図 
 

表 3-3 システム管理機能（固定資産台帳）の概要説明 

項番 機能名称 概要 

1 マスタ一括入出力 各種マスタファイルを CSV 形式で取込み、マスタデータ

を更新する。また、登録されているデータを一括で出力

する。 

2 団体会計マスタメンテ

ナンス 

団体コード、会計コードを登録・修正・削除する。 

3 管理コードマスタメン

テナンス 

各種設定を記録する管理コードを登録・修正・削除する。

(データ量が多いため、初年度はシステムセットアップ時

に一括登録することを想定している) 

マスタデータ等

システム管理機能(固定資産台帳)

マスタ一括入出力

団体会計マスタ
メンテナンス

管理コードマスタ
メンテナンス

財務会計システム等

各種マスタデータ

各種マスタ
ファイル

標準提供
データ

：連携ファイル ：提供機能

：出力帳票
：管理データ

凡例

・勘定科目コードマスタファイル(4.8)
・耐用年数分類マスタファイル(4.11)

・所属コードマスタファイル(4.2)
・職員コードマスタファイル(4.3)

・入力ファイルとして
再利用可能
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表 3-4 取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要説明 
項番 データ名称 概要 

1 各種マスタファイル 所属コードマスタと職員コードマスタを本ソフトウェ

アに登録するためのファイル。 

インタフェース仕様書の 4.2 節及び 4.3 節を参照のこと。 

2 標準提供データ 本ソフトウェアが標準値として、提供しているデータ

（勘定科目コードマスタ、耐用年数分類マスタ）。 

インタフェース仕様書の 4.8 節及び 4.11 節を参照のこ

と。 

3 各種マスタデータ 項番 1、2 で登録する下記マスタデータを本ソフトウェ

アから出力したデータ。 

・所属コードマスタ 

・職員コードマスタ 

・勘定科目コードマスタ 

・耐用年数分類マスタ 

  



固定資産台帳及び財務書類作成機能に係る 

ソフトウェア機能概要説明書 

 

8 
 

4. 財務書類作成機能 
「統一的な基準による地方公会計マニュアル」の「財務書類作成要領」及び「連結財務

書類作成の手引き」に則した業務を行うための機能は、おおむね以下の図 4-1 のとおりで

ある。なお、図中の連携ファイルに記した番号はインタフェース仕様書の各節と対応し

ているので、具体的な内容はインタフェース仕様書の各節を参照のこと。 

 
図 4-1 財務書類作成機能概要図  
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（1） 対象となる団体（会計） 

「財務書類作成要領」の「Ⅱ 共通事項 6 項」に示した団体（会計）を対象とする。 
 

（2） 出力帳票 

主として「財務書類作成要領」の「Ⅲ 財務書類」に示した財務書類を出力する。なお、

附属明細書については本ソフトウェアで管理しない項目等も存在することから、一部の

出力のみとする。 
 

（3） 出力単位 

出力単位は日次、月次及び年次があるが、各財務書類でその特性を考慮し、出力条件及

び出力帳票は異なっている。 
 

（4） 機能概要 

図 4-1 に示した各種機能の概要を表 4-1 に、取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）

の概要を表 4-2 にそれぞれ示す。 
 

表 4-1 財務書類作成機能の概要説明 
項番 機能名称 概要 

1 開始貸借対照表取込機

能 

開始貸借対照表を取り込み、開始時残高として登録す

る。※初年度のみ実行する。 

 

2 日々仕訳用連携機能 日々仕訳を行う場合、歳入歳出伝票等の起票時に財務会

計システムから連携される予算科目等を基に該当する

仕訳を財務会計システムへ返す。ただし、仕訳候補が複

数存在する場合は、その仕訳候補を財務会計システムへ

返す。また、財務会計システムで仕訳候補から選択・決

定された情報を受け取り、仕訳帳に登録する。 

 

 

3 財務会計伝票取込機能 ・期末一括で取込んだ財務会計システム等からの伝票デ

ータの金額を合算し、予算科目別集計表を出力する。 

・財務会計システム等で扱っている伝票や未収・未払の

ファイル形式の情報を取り込み、資金仕訳変換表に従

って仕訳を行い、仕訳帳に登録する。 
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項番 機能名称 概要 

4 固定資産台帳連携機能 ・歳出の仕訳を指定し新規購入した資産の登録とのひも

付けを支援する。 

・歳出情報をもとに建設仮勘定へ金額を計上する。 

・固定資産に係る減価償却等の非資金仕訳を仕訳帳に記

録する。 

・固定資産台帳と仕訳帳の一部照合を行う。 

5 仕訳帳整備機能 予算科目から勘定科目が特定できない場合の仕訳修正

や整理仕訳を登録する。 

6 仕訳帳一括メンテナン

ス機能 

・本ソフトウェアに登録している仕訳帳を一括出力す

る。 

・一括出力した仕訳データを手作業で加工し、一括入力

する。 

7 読替ツール ・全体及び連結対象団体決算書や法適用の地方公営企業

会計の決算統計情報を読み込み、連結科目対応表に基

づき本ソフトウェアに登録可能な形式に変換する。 

・内部取引調査票の情報をもとに、相殺情報を本ソフト

ウェアに取込み可能な形式へ変換する。 

8 引当金算出ツール 決算統計等の資料を基に手入力した情報から各種引当

金（徴収不能引当金、退職手当引当金、賞与等引当金な

ど）を算出する。 

9 資産負債内訳簿ツール 本ソフトウェアから出力した会計別の合計残高試算表

を取り込んだ後、仕訳帳や決算統計等の資料を基に手入

力したデータを基に資産負債内訳簿を出力する。 

10 附属明細ツール ・附属明細書（様式第５号）のうち、「(1) 資産項目の明

細」の「①有形固定資産の明細」、「(1) 資産項目の明細」

の「②有形固定資産の行政目的別明細」を出力する。 

・仕訳情報や決算情報と財務書類との数値の整合性を確

認する。 

11 相殺消去ツール 連結対象団体間の取引情報を入力することで、本ソフト

ウェアに取り込む連結修正情報取込データファイルの

作成を支援する。 

12 帳票出力機能 「財務書類作成要領」及び「連結財務書類作成の手引き」

の様式に記された帳票及び総勘定元帳を出力する。 
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表 4-2 取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要説明 
項番 データ名称 概要 

1 開始貸借対照表 開始貸借対照表の情報を本ソフトウェアに登録するた

めのファイル。開始貸借対照表は団体会計別に作成する

必要がある。 

インタフェース仕様書の 3.2 節を参照のこと。 

2 各種伝票等のファイル 各種伝票等の情報を本ソフトウェアに登録するための

ファイル。 

インタフェース仕様書の 5.1 節から 5.4 節を参照のこと。 

3 予算科目別集計表 取込んだ歳入歳出伝票及び振替伝票の執行金額を予算

科目別に集計した帳票。 

財務会計システム等で出力した歳入歳出決算書等と比

較し、取込金額の確認等に使用する。 

 

4 法適用の地方公営企業

会計の決算統計 

法適用の地方公営企業会計の決算統計情報。財務書類作

成に活用する。 

5 全体及び連結対象団体

決算書 

全体及び連結対象団体の決算書情報。「連結財務書類作

成の手引き」の「Ⅷ 連結科目対応表」の「現行制度」

列と同等のフォーマットで整理する。 

6 内部取引調査票 全体及び連結対象団体間の内部取引情報。「連結財務書

類作成の手引き」の様式第 6 号に相当する情報である。 

7 全体連結情報取込デー

タファイル 

 

項番 4、5 のファイルを読替ツールで本ソフトウェアに

取込可能な形式としたファイル、及び、項番 6 の内部取

引の情報のファイル。 

インタフェース仕様書の 5.5 節を参照のこと。 

8 仕訳帳取込ファイル 仕訳帳を指定された条件に従い一括出力したファイル。 

インタフェース仕様書の 6.1 節を参照のこと。 

9 総勘定元帳 「財務書類作成要領」の「別表 5 合計残高試算表」の「総

勘定元帳データの例」に則した形の帳票。 

10 合計残高試算表 「財務書類作成要領」の「別表 5 合計残高試算表」の「合

計残高試算表の例」に則した形の帳票。 

11 財務書類 「財務書類作成要領」及び「連結財務書類作成の手引き」

の下記様式に則した形の帳票。 

・様式第 1 号 

・様式第 2 号 

・様式第 3 号 
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項番 データ名称 概要 

・様式第 2 号及び第 3 号 

・様式第 4 号 

12 附属明細書 「財務書類作成要領」及び「連結財務処理作成の手引き」

の様式第 5 号に則した形の帳票。 

作成に際して、本ソフトウェアで管理しない項目情報等

も必要であることから、一部はフォーマットのみの提供

とする。 

13 精算表 「連結財務書類作成の手引き」の「様式第 5 号 ５.連結

精算表」に則した形の帳票。 

14 相殺消去集計表 「連結財務書類作成の手引き」の様式第 7 号に則した形

の帳票。 
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4.2.システム管理機能概要 

財務書類作成機能を利用するために必要なマスタデータのセットアップ等を行う機能の

概要図を図 4-2 に、機能概要を表 4-3 に、取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の

概要を表 4-4 にそれぞれ示す。なお、図中の連携ファイルに記した番号はインタフェース

仕様書の各節と対応しているので、具体的な内容はインタフェース仕様書の各節を参照

のこと。 

 

 
図 4-2 システム管理機能（財務書類作成）概要図 

 

表 4-3 システム管理機能（財務書類作成）の概要説明 

項番 機能名称 概要 

1 マスタ一括入出力 各種マスタファイルを CSV 形式で取込み、マスタデータ

を追加及び年単位での追加を行う。また、登録されてい

るデータを一括で出力する。 

 
  

マスタデータ等

システム管理機能(財務書類作成)

マスタ一括入出力

財務会計システム等

各種マスタデータ

各種マスタ
ファイル

：連携ファイル ：提供機能

：出力帳票
：管理データ

凡例

・仕訳パターンコードマスタファイル(4.9)
・自動仕訳マスタファイル(4.10)
・異動事由仕訳マスタファイル(4.12)

・予算科目コードマスタファイル(4.4)
・事業コードマスタファイル(4.5)
・歳出節細節細々節コードマスタファイル(4.6)
・事業節細節細々節コードマスタファイル(4.7) ・入力ファイルとして

再利用可能

標準提供
データ
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表 4-4 取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要説明 
項番 データ名称 概要 

1 各種マスタファイル 予算科目情報、事業情報、歳出節細節細々節情報、事業

節細節細々節情報を本ソフトウェアに登録するための

ファイル。 

インタフェース仕様書の 4.4 節から 4.7 節を参照のこと。 

2 標準提供データ 本ソフトウェアが標準値として提供しているデータ（仕

訳パターンコードマスタ、異動事由仕訳マスタ）。 

自動仕訳マスタはサンプル提供となる。 

インタフェース仕様書の 4.9 節、4.10 節及び 4.12 節を参

照のこと。 

3 各種マスタデータ 項番 1、2 で登録する下記のマスタデータを本ソフトウ

ェアから出力したデータ。 

・予算科目コードマスタ 

・事業コードマスタ 

・歳出節細節細々節コードマスタ 

・事業節細節細々節コードマスタ 

・仕訳パターンコードマスタ 

・自動仕訳マスタ 

・異動事由仕訳マスタ 
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5. 日々仕訳用連携機能 
（1） 日々仕訳用連携の対象とする機能 

本ソフトウェアは、日々仕訳業務実現のため、下記の２機能を提供する。 
 
① 科目変換 API 

科目変換 API は、財務会計システム側の伝票情報（伝票の種別及び科目情報）を

もとに、対応する勘定科目情報を提供する。財務会計システム側から科目情報を本

ソフトウェアに送信すると、本ソフトウェアは資金仕訳変換表を参照し、対応する

勘定科目情報を返却する。勘定科目情報には、（１確定用／２未収未払用／３支払

収入用）の３つの勘定科目を含む。勘定科目の候補が複数存在する場合は、候補リ

ストを返却する。財務会計システムのオンライン画面への組み込みを考慮し、リア

ルタイムでの連携が可能な方式としている。 
 
② 伝票連携バッチ処理 

伝票連携バッチ処理は、財務会計システム等から送信された仕訳済情報を取り込み、

仕訳帳に登録する。連携フォルダに置かれた連携用 CSV ファイルを取り込み、仕

訳帳テーブルを更新する。連携ファイル中の取消フラグを用いることで、連携した

内容の削除に対応する。大規模ユーザでの支払伝票や収入伝票の一括取り込み処理

を考慮し、非同期でのバッチ処理としている。 
 
日々仕訳の実現にあたっては、①科目変換 API と②伝票連携バッチ処理を組み合わせ、

下記のような連携を行うことを想定する。実現のためには、財務会計システム側の改修

が必要となる。 
 
・伝票起票時に、財務会計システム等で予算科目が特定された後、科目変換 API を呼び

出し、対応する勘定科目を取得する。取得した勘定科目は、画面に表示する。勘定科目

の候補が複数存在する場合は、伝票起票者にて正しい勘定科目を選択する。科目変換 API
で取得した勘定科目情報は財務会計システム等で保持する。 
 
・伝票の決裁完了時、仕訳帳に登録する情報を CSV 形式で連携フォルダに出力する。仕

訳帳に登録する情報には、伝票起票時に取得した未収未払用の勘定科目情報を含む。 
 
・伝票の支払・収入完了時、仕訳帳に登録する情報を CSV データで連携フォルダに出力

する。仕訳帳に登録する情報には、伝票起票時に取得した支払収入用の勘定科目情報を

含む。 
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・仕訳帳に登録した後、仕訳帳の集計処理及び財務書類の出力は、本ソフトウェアで実

施する。 
 
上記の流れは、おおむね以下の図 5-1 のとおりである。 
なお、図中の連携ファイルに記した番号はインタフェース仕様書の各節と対応している

ので、具体的な内容はインタフェース仕様書の各節を参照のこと。 
 

 
図 5-1 日々仕訳用連携機能概要図  
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（2） 機能概要 

図 5-1 に示した各種機能の一覧を表 5-1 に示す。 

表 5-1 日々仕訳用連携機能一覧 

項番 機能名称 概要 

1 科目変換 API (1)前提 

財務会計システムからの要求電文は単数科目の指定とする。

複数科目伝票や振替伝票時の振替元先など、科目情報が複数

になる場合には、要求電文自体を分ける前提とする。 

(2)連携方式 

Web サービス（SOAP 通信）による連携方式とする。 

(3)機能概要 

財務会計システムから送信された要求電文の伝票種別や科

目情報から、あらかじめ本ソフトウェアに登録された勘定科

目情報の組合わせを返却する。 

２ 伝票連携バッチ (1)前提 

日々仕訳情報の取込処理は、新規登録及び取消のみを対象と

する。修正処理については、取消処理後に新規登録する流れ

で連携を行う前提とする。 

(2)連携方式 

財務会計システムが所定ディレクトリに格納した仕訳情報

CSV ファイルを、バッチ処理により取込む連携方式とする。

仕訳情報 CSV ファイルは、仕訳情報の新規登録及び取消に

必要となる情報のみとし、添付ファイルやその他台帳情報の

取込は考慮しないものとする。 

(3)機能概要 

本ソフトウェアと財務会計システムとの連携用フォルダに

対して、定期的（例：5 分に 1 回程度）に連携 CSV ファイル

の存在有無監視を行う。 

連携 CSV ファイルが存在する場合、そのデータを取得し、

エラーチェック及び日次データの更新を行う。 

なお、当機能は、仕訳データを取り込むことを想定した機能

である。 
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（3） 補足説明 

科目変換 API では、財務会計システムからの伝票種別や科目情報をもとに、資金仕訳変

換表を照会する。照会した結果、該当する仕訳がある場合はその結果を返却する。 
仕訳を返却する際は、単に最終的な確定状態の仕訳を返却するのではなく、その確定状

態に至るまでの経過状態の仕訳もセットで返却する。具体的には表 5-2 に示す３つの状態

の仕訳（１確定用／２未収未払用／３支払収入用）をセットで返却する。 
財務会計システムでは、「１確定用」を伝票起票時などに候補となる仕訳を一覧表示する

画面表示用として、「２未収未払用」を伝票決裁時などの連携用として、「３支払収入用」

を支払/収入処理時などの連携用として使用することを想定する。 
 

表 5-2 科目変換 API で返却される仕訳科目 

項番 勘定科目属性 借方勘定科目 貸方勘定科目 使用想定 

1 確定用 [BS]物品 [CF]公共施設等整

備費支出 

画面表示用 

２ 未収未払用 [BS]物品 [BS]未払金 伝票決裁時連携用 

３ 支払収入用 [BS]未払金 [CF]公共施設等整

備費支出 

支払/収入処理時連携用 

※候補となる仕訳が複数となった場合、上記の「１確定用／２未収未払用／３支払収入

用」のセット×候補仕訳数分が返却される。 
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6. 活用機能 
6.1 活用機能概要 
「統一的な基準による地方公会計マニュアル」の「財務書類等活用の手引き」に則した

業務を行うための機能は、おおむね以下の図 6-1 のとおりである。

 

図 6-1 活用機能概要図  
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（1） 対象となる団体（会計） 

「財務書類作成要領」の「Ⅱ 共通事項 6 項」に示した団体（会計）を対象とする。 
 

（2） 出力帳票 

主として「財務書類等活用の手引き」の「Ⅱ ２ミクロ的な視点からの活用（セグメン

ト分析）」及び「Ⅳ 財務書類分析の視点」に示したセグメント分析用の帳票及び財務書

類分析の指標を出力する。 
 

（3） 機能概要 

図 6-1 に示した各種機能の概要を表 6-1 に、取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）

の概要を表 6-2 にそれぞれ示す。 
表 6-1 活用機能の概要説明 

項番 機能名称 概要 

1 セグメント設定機能 セグメントコードと仕訳帳または固定資産台帳を紐

付ける。紐付けたデータをセグメント配賦マスタに

登録する。 

2 セグメント仕訳作成機能 セグメント設定機能でひも付けされたデータと固定

資産台帳の減価償却費をもとにセグメント別帳票出

力用のデータを登録する。 

3 セグメント別帳票出力機能 セグメント仕訳作成機能で作成されたデータをもと

にセグメント別の帳票を出力する。 

4 財務書類等出力機能 

（指標シート） 

財務書類４表のデータをもとに分析用の指標を計算

し指標シート等に出力する。 

5 施設更新必要額推移ツール セグメント設定した内容をもとに、勘定科目別、施

設別、目的別、地域別の有形固定資産の更新必要額

の推移をグラフで出力する。 

6 財産に関する調書ツール セグメント設定した内容をもとに、財産に関する調

書を出力する。 

 
表 6-2 取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要説明 

項番 データ名称 概要 

1 セグメント設定内容確認リ

スト 

セグメント配賦マスタの内容を勘定科目コード順ま

たはセグメントコード順に出力したファイル。 

将来の施設更新必要額の推移のもとデータである。 

2 セグメント別行政コスト計

算書 

設定したセグメント別の行政コスト計算書。 
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6.2.システム管理機能概要 

活用機能を利用するために必要なマスタデータのセットアップ等を行う機能の概要図を

図 6-2 に、機能概要を表 6-3 に、取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要を表

6-4 にそれぞれ示す。なお、図中の連携ファイルに記した番号はインタフェース仕様書の

各節と対応しているので、具体的な内容はインタフェース仕様書の各節を参照のこと。 

 
図 6-2 システム管理機能（活用機能）概要図 
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表 6-3 システム管理機能（活用機能）の概要説明 

項番 機能名称 概要 

1 マスタ一括入出力 各種マスタファイルを CSV 形式で取込み、マスタデータ

を追加、もしくは年単位で更新する。また登録されてい

るデータを一括で出力する。 

 
表 6-4 取扱いデータ（連携ファイル、出力帳票等）の概要説明 

項番 データ名称 概要 

1 各種マスタファイル セグメントコードマスタ及びセグメント配賦マスタを

本ソフトウェアへ登録するためのファイル。 

インタフェース仕様書の 4.13 節および 8.1 節を参照のこ

と。 

 

2 各種マスタデータ 項番１で登録する下記のマスタデータを本ソフトウェ

アから出力したデータ 

・セグメントコードマスタ 

・セグメント配賦マスタ 

 

 
 


